
令和２年度
在宅医療・介護連携推進事業

~坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会の紹介~

埼玉県坂戸市

高齢者福祉課長 井田二男



埼玉県 坂戸市・鶴ヶ島市の紹介

区分 坂戸市 鶴ヶ島市

人 口 100,589人 69,929人

世帯数 46,425世帯 31,666世帯

高齢化率 29.51％ 28.54％

日常生活
圏域数

５圏域 ４圏域

さかろん つるごん

令和２年７月１日現在



埼玉県 坂戸市・鶴ヶ島市の紹介

埼玉県

坂戸市 鶴ヶ島市 市街地周辺



坂戸鶴ヶ島医師会の紹介

会員
坂戸鶴ヶ島市内
開業医と病院院長93名
勤務医49名
合計142人の医師で構成

地域医療
坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所

介護事業
居宅介護支援事業所 「さつき」
訪問看護ステーション「さつき」
地域包括支援センター「いきいき」受託
坂戸鶴ヶ島医師会在宅医療相談室

人材育成
坂戸鶴ヶ島医師会立看護専門学校など



在宅医療・介護連携推進事業

ア 地域の医療・介護の資源の把握

イ 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

ウ 切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

エ 医療・介護関係者の情報共有の支援

オ 在宅医療・介護連携に関する相談支援

カ 医療・介護関係者の研修

キ 地域住民への普及啓発

ク 在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携



在宅医療・介護連携推進事業

ア 地域の医療・介護の資源の把握
• 在宅医療相談室に医療連携コーディネーターを配置
• 在宅医療相談室における情報収集
• 往診登録医の管理更新

• (参考)往診登録医２３件
• (参考)往診・訪問診療医登録シートの管理

• 療養支援ベッドの管理（埼玉県補助事業）
• ＭＣＳ（さかつる在宅ケアネット）を活用し、医療・介護関係
者との情報共有・情報交換を実施
• (参考)登録事業者数８０機関
• (参考)登録者数 ２１４人

※参考データは、すべて令和元年12月時点
※ＭＣＳ：Medical Care Station



在宅医療・介護連携推進事業

イ 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

・坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会

・坂戸市、鶴ヶ島市、坂戸鶴ヶ島医師会の３者で設立

・現在は２つのワーキンググループで検討・協議を実施

・医療、介護、生活支援など、多肢にわたる課題の洗い出し

・課題解決に向けた体制の整備について検討

ウ 切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

・坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会で検討協議



在宅医療・介護連携推進事業

エ 医療・介護関係者の情報共有の支援

・入退院支援ルールを作成予定（令和２年度）

・検討メンバー

坂戸保健所 （埼玉県）

在宅医療拠点（坂戸・鶴ヶ島市、毛呂山・越生町）

自治体 （坂戸市・鶴ヶ島市・毛呂山町・越生町）



在宅医療・介護連携推進事業

オ 在宅医療・介護連携に関する相談支援

・市民及びケアマネジャーや包括職員を対象とした在宅医療に

関する相談支援

・退院支援等に関する病院医療相談室との調整

・「私の意志表示帳」を職種ワーキングにより改訂（R1.12、2版発行）

・市の地域ケア会議に出席

「私の意志表示帳」：平成２６年初版・坂戸鶴ヶ島医師会発行



在宅医療・介護連携推進事業

カ 医療・介護関係者の研修
・多職種連携研修会の開催（年２回）
①在宅医療研修会（ＡＣＰに関する研修会）
②多職種による事例検討型グループワーク

・坂戸鶴ヶ島管内看護連携懇話会の開催

ACP：Advance Care Planning



在宅医療・介護連携推進事業

キ 地域住民への普及啓発

・市民公開講座の開催

①在宅医療市民公開講座、②認知症市民公開講座

・出前講座の開催、アンケート集計

・もの忘れ相談医リストの発行（坂戸鶴ヶ島医師会）

・坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進協議会企画

①医療分野ワーキンググループ→かかりつけ医の普及啓発

②介護分野ワーキンググループ→施設見学会の試行的実施



在宅医療・介護連携推進事業

ク 在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携

・坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケアシステム推進

協議会による自治体間連携、保健所（埼玉県）

等連携

→事業計画に向けた事前打合せ

→地域課題等の共有



医師会や介護保険事業者等による
連携基盤

•在宅医療等推進委員会 平成19年12月
• 地域医療連携体制を強固なものとし、医療関係者（看護・

介護・福祉）の情報を共有する場を構築する

• 主治医との情報共有、連携

• 認知症サポートネットワーク研修会の開催など

•ケアプラン担当者連絡票の開発 平成20年7月
• 主治医とケアマネジャー連携ツール



医師会や介護保険事業者等による
連携基盤

• 地域包括ケアシステムに理解ある医
師の存在
• 坂戸鶴ヶ島医師会
会長 小川郁男医師（平成28年協議会発足当時）

• 地域包括ケアシステム推進協議会会長

• 医療連携コーディネーターの存在
• 坂戸鶴ヶ島医師会在宅医療相談室
室長 清野恵理子氏

• 医療現場に精通し
介護現場も熟知する存在



地域包括ケアシステム推進協議会の状況

• 平成２８年４月 23名 ・令和２年４月 36名
番号 団体名称 委員人数 職 種
１ 坂戸鶴ヶ島医師会 １人 医師
２ 坂戸鶴ヶ島歯科医師会 １人 歯科医師
３ 坂戸鶴ヶ島市薬剤師会 １人 薬剤師
４ 在宅医療相談室 １人 医療連携コーディネーター
５ 保健所 １人
６ 病院 １人 病院看護師
７ 管理栄養士 １人 管理栄養士
８ 理学療法士 １人 理学療法士
９ 訪問看護事業所 １人 訪問看護師
１０ 病院医療相談室 ２人 医療ソーシャルワーカー
１１ 介護事業者連絡会 ２人
１２ 地域住民代表 ２人
１３ 社会福祉協議会 ２人
１４ 地域包括支援センター ９人
１５ 高齢者福祉主管課 ２人 管理職
１６ 保健主管課 ２人 管理職
１７ 国民健康保険主管課 ２人 管理職
１８ 市民協働推進主管課 ２人 管理職
１９ 埼玉県歯科衛生士会 １人 歯科衛生士
２０ 独立行政法人都市再生機構 １人

合計人数 ３６人

番号 団体名称 委員人数 職 種
１ 坂戸鶴ヶ島医師会 １人 医師
２ 坂戸鶴ヶ島歯科医師会 １人 歯科医師
３ 坂戸鶴ヶ島薬剤師会 １人 薬剤師
４ 在宅医療相談室 １人 医療連携コーディネーター
５ 保健所 １人
６ 病院 １人 病院看護師
７ 管理栄養士 １人 管理栄養士
８ 理学療法士 １人 理学療法士
９ 訪問看護事業所 １人 訪問看護師
１０ 病院医療相談室 ２人 医療ソーシャルワーカー
１１ 介護事業者連絡会 ２人
１２ 地域住民代表 ２人
１３ 社会福祉協議会 ２人
１４ 地域包括支援センター ２人
１５ 高齢者福祉主管課 ２人 管理職
１６ 保健主管課 ２人 管理職

合計人数 ２３人



地域包括ケアシステム推進協議会の特色

•２つの自治体と１つの医師会による協働

•３者事務局による協働した運営

•オブサーバー参加できる開かれた会議

•第一線の現場で働く方の集まり

•専門職による出前講座の実施主体

•医療、介護に限定しない地域包括ケアシステム
５領域の検討



専門職による出前講座の実施主体

・各専門職団体に直接申し込みできる
・現在、２４講座を開設
・出前講座ごとに簡単なアンケート実施



専門職による出前講座の実施主体

・アンケート結果のフィードバック
・地域包括ケアシステムの浸透度の指標



部会の設置

•医療介護連携推進部会
• 非公開型医療介護専用SNS（MCS）の普及

• 病院退院時連携検討会の関与など

•介護予防生活支援部会
• 生活支援体制整備事業の在り方検討などを議論

• 地域包括ケアシステム住民アンケートの実施など

※ＳＮＳ：Social Networking Service
※ＭＣＳ：Medical Care Station



ワーキンググループによる展開へ

•部会による専門領域の検討
• 全体会議の内容を理解した委員による一体的な議論

• 専門性を生かした議論

• 議題のポイントを絞った議論

•ワーキンググループ化による見える化の加速
• 住民に利用してもらう仕組みの開発

• 医療ワーキング

• 介護ワーキング



医療ワーキング

•在宅医療の啓発を行うためにパンフレット発行
• 「かかりつけ医の準備をしましょう」を発行

• 配布先は、医療機関（医科、歯科）、薬剤薬局、公共施設



介護ワーキング

•介護の現場を一般の方に知っていただくための
事業開始

•介護施設等の見学ツアーを開始

•協議会以外の外部メンバーの参加



介護施設見学ツアーチラシ



会話のきっかけづくり

•坂戸市、鶴ヶ島市、坂戸鶴ヶ島医師会連携による

「多職種研修会」の様子をご紹介します。

ＡＣＰ研修会の様子をご覧ください

約10分
（研修会の撮影、編集作業は住民の方の協力によるものです）



ご覧いただきましたビデオはＡＣＰ研修会の様子です。

（研修会の撮影、編集作業は住民の方の協力によるものです）



令和2年度の展開

• 介護予防WG

• 住まいＷＧ



地域包括ケアシステム

• 相互に影響し合う５領域
• 医療、介護、介護予防、住まい、生活支援

• 主人公は住民
• 体制を作り上げても、主人公不在では
意味がない

• 主人公が自ら行動できる仕組みづくり
が専門職の役割



ご視聴ありがとうございました

坂戸市・鶴ヶ島市地域包括ケア
システム推進協議会の推進力は、
協議会に参加していただいてい
る関係機関の皆様をはじめ、日
常的に地域のつながりを推進す
る地域包括支援センターと地域
のみなさまのご努力によるもの
です。


